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スタンダード＆プアーズによる当社連結子会社への格付け結果の件 

 

 

 

本日、スタンダード＆プアーズ（Ｓ＆Ｐ）は当社連結子会社である双日株式会社の

長期会社格付けを「シングルＢマイナス（Ｂ－）」に、長期優先債券の格付けを「シン

グルＢプラス（Ｂ＋）」に、それぞれ一段階引き下げることを発表し、同時に両格付け

を引き下げ方向で「クレジット・ウォッチ」に指定することを発表しました。 

 

Ｓ＆Ｐによると、格下げの理由として、当社の事業計画が見直される可能性が高ま

ったと判断したためであるとし、“仮に抜本的な再建に着手した場合、取引銀行による

債権放棄が含まれる可能性があり、すべての債務が期限通りに弁済されるか懸念が高

まっている”と指摘していますが、現状ＵＦＪ銀行をはじめとする主要金融機関とは

従前と変わらぬ取引関係を継続して頂いており、また当社の事業計画見直しのお話は

一切出ておりませんので、Ｓ＆Ｐが指摘している内容の可能性が高まっているという

ような状況変化はございません。この点につき、当社からの再三の説明にも関わらず、

Ｓ＆Ｐにご理解していただけなかったことは誠に残念です。 

 

当社グループといたしましては、引き続きお取引先や株主様、金融機関のご協力を

頂戴しつつ、事業計画を一歩一歩実行していく所存です。 
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